
冒
頭
、
集
ま
っ
た
約
40
人
を

前
に
育
成
会
の
藤
井
大
輔
会
長

が
「
き
ょ
う
か
ら
15
日
ま
で
全

国
火
災
予
防
運
動
の
期
間
で
す

が
、
少
年
団
は
二
日
間
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
寒
く

な
る
と
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
を
使

う
こ
と
が
増
え
る
の
で
、
大
き

な
声
で
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

来
賓
挨
拶
に
移
り
、
井
原
小

学
校
の
藤
井
校
長
は
「
こ
れ
か

ら
皆
さ
ん
は
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

と
い
う
活
動
に
取
り
組
む
わ
け

で
す
が
、
火
事
を
防
ぐ
と
い
う

こ
と
は
人
の
命
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
と
て
も
大

切
な
意
味
の
あ
る
活
動
だ
と
思

い
ま
す
。
二
日
間
、
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
。
続
い
て
倉
掛
自

治
連
合
会
の
佐
能
敏
政
会
長
は

「
昔
か
ら
怖
い
も
の
の
順
番
に

〝
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父
〟

と
い
う
例
え
が
あ
り
ま
す
。
地

震
と
雷
は
自
然
災
害
で
す
が
、

火
事
の
多
く
は
人
災
で
す
。
地

域
住
民
へ
防
火
意
識
を
し
っ
か

り
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
。
井
原

分
団
第
３
部
の
片
岡
副
部
長
は

「
平
素
か
ら
消
防
団
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
足
元
が
暗

い
の
で
気
を
つ
け
て
安
全
な
パ

ト
ロ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
そ
れ
ぞ
れ
団
員
ら
を
激
励
。

こ
の
あ
と
少
年
団
員
ら
は
拍

子
木
を
打
ち
な
が
ら
倉
掛
の
北

部
を
回
り
、
全
国
統
一
防
火
標

語
「
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸

締
り

火
の
用
心
」
を
は
じ

め
、
「
い
ま
捨
て
た
タ
バ
コ
の

温
度
が
７
０
０
度
」

「
サ
ン

マ
焼
い
て
も
家
焼
く
な
」
な
ど

と
啓
発
。
37
年
続
く
伝
統
行
事

を
終
え
た
。

本
年
度
の
自
治
会
予
算
で
購

入
し
た
消
火
器
の
交
換
が
10
月

29
日
、
倉
掛
自
治
連
合
会
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。

役
員
ら
は
午
前
９
時
に
つ
ど

え
～
る
へ
集
合
。
本
数
や
設
置

場
所
な
ど
を
地
図
で
確
認
後
、

21
本
を
ク
ル
マ
に
積
み
込
み
現

地
へ
。
年
内
が
使
用
期
限
の
消

火
器
を
収
納
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
取

り
出
し
て
、
２
０
３
２
年
ま
で

使
え
る
新
し
い
も
の
と
入
れ
替

え
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
境
内
で
12

月
27
日
（
火
）
午
前
９
時
よ
り

門
松
づ
く
り
教
室
が
開
か
れ

る
。神

社
総
代
の
立
石
総
代
と
水

原
総
代
が
中
心
と
な
っ
て
準
備

を
進
め
て
い
る
も
の
で
、
詳
細

は
次
の
と
お
り
。

◇

◇

会
費
：
一
人
千
円
（
材
料
等
）

申
込
：
立
石
（
夏
目
）
０
９
０

・
３
７
４
５
・
０
８
４
５

※
一
般
販
売
も
受
け
付
け
る
が

事
前
の
申
込
が
必
要
。

民
生
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
、
常
に
住
民
の

立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
援
助
を
行
い
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
方
々
で
あ

り
「
児
童
委
員
」
を
兼
ね
て
い

る
。倉

掛
は
11
月
30
日
付
で
２
期

６
年
務
め
た
細
羽
正
敏
氏
（
５

｜

２
組
）
が
退
任
。
代
わ
っ
て

片
岡
宏
文
氏
（
14
組
）
が
就
任

し
た
。

一
方
、
女
性
の
民
生
児
童
委

員
と
し
て
倉
掛
の
南
部
を
担
当

し
て
い
る
瀬
川
治
子
氏
（
18

｜

１
組
）
は
再
任
の
委
員
と
し
て

３
期
目
に
入
っ
た
。

倉
掛
地
区
の
場
合
、
民
生
児

童
委
員
は
サ
ロ
ン
活
動
に
も
積

極
的
に
協
力
す
る
な
ど
、
広
く

地
域
住
民
と
の
連
携
に
努
め
て

い
る
。
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（１）

〈 発行所 〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛

会長／佐能敏政

〈 編 集 〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

全
国
火
災
予
防
運
動
初
日
の
11
月
９
日
、
倉
掛
少
年
団

防
火
ク
ラ
ブ
が
二
日
間
の
夜
警
活
動
に
入
り
、
つ
ど
え
～
る

で
出
発
式
を
行
っ
た
。

正
月
し
め
飾
り
作
り
方
教
室

消

火

器

を

交

換

倉
掛
少
年
団
防
火
ク
ラ
ブ

細羽正敏氏から

片 岡 宏 文 氏 へ

倉
掛
自
治
連

３７年連続で実施

門
松
づ
く
り
教
室

参

加
者

募

集
中

郷
社
足
次
山
神
社

「サンマ焼いても家焼くな」

瀬川治子氏
（18-1組）

片岡宏文氏
（14組）

民
生
児
童
委
員
交
代

瀬
川
治
子
委
員
は
再
任

井原市市民活動センター・

つどえ～るでは、下記のとお

り正月しめ飾り作り方教室を

開催するにあたり参加者を募

集している。

◇ ◇

とき：１２月２５日（日）

９：３０～１１：３０

会場：つどえ～る１Ｆ

会費：一人５００円

※材料代一人分含む

※当日集金

募集：４０人限定

※定員になり次第締切

対象：井原市内在住か勤務の

方優先

申込：井原市市民活動センタ

ー・つどえ～る

井原町３５２－１

電話：６２－９０９０Ｆ兼

消
火
器
を
交
換
し
て
回
る
役
員



サ
ロ
ン
あ
す
は
が
つ
ど
え
～

る
で
12
月
９
日
、
ク
リ
ス
マ
ス

会＝

写
真＝

を
開
き
関
係
者
30

人
が
参
加
し
た
。

最
初
は
５
～
６
人
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
回
想
か
る
た
。

読
み
人
が
読
ん
だ
懐
か
し
い
写

真
入
り
の
札
を
と
る
遊
び
で
、

一
枚
ご
と
に
思
い
出
や
頭
に
浮

か
ん
だ
情
景
な
ど
を
話
し
合
う

こ
と
で
認
知
症
予
防
に
も
な
る

と
い
う
。

続
い
て
一
喜
一
憂
す
る
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
。
最
後
に
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
扮
し
た
サ
ロ
ン
役
員

の
井
上
純
志
さ
ん
か
ら
参
加
者

全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
渡
さ

れ
、
山
岡
由
紀
恵
会
長
が
「
来

年
は
２
月
24
日
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
方
を
お
招
き
し

て
脳
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
」

と
伝
え
閉
会
し
た
。

倉
掛
少
年
団
秋
季
資
源
回
収

が
11
月
20
日
、
関
係
者
30
人
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

作
業
開
始
前
の
午
前
８
時
過

ぎ
、
集
積
所
の
佐
藤
物
産
㈱
佐

藤
高
司
社
長
が
「
資
源
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
少
年
団
活
動
を

た
た
え
挨
拶
。

そ
の
後
、
育
成
会
員
が
運
転

す
る
４
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
少
年

団
員
も
乗
り
込
ん
で
出
発
し
、

各
家
々
の
玄
関
先
に
積
ま
れ
た

古
新
聞
や
古
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
鉄
く
ず
な
ど
を
交
替
で
回

収
。
作
業
は
午
前
10
時
30
分
ご

ろ
に
終
了
し
た
。

育
成
会
の
藤
井
大
輔
会
長
は

「
雨
が
降
ら
な
く
て
よ
か
っ

た
。
地
元
の
皆
様
に
は
、
た
く

さ
ん
の
回
収
物
を
早
く
か
ら
準

備
し
て
い
た
だ
き
誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
し

て
い
た
。

倉
掛
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
が
11

月
23
日
、
徳
島
県
鳴
門
市
へ
の

日
帰
り
研
修
旅
行
を
実
施
し
、

18
人
が
参
加
し
た
。

雨
が
降
る
午
前
７
時
に
つ
ど

え
～
る
を
出
発

し
、
瀬
戸
大
橋

を
渡
り
一
路
鳴

門
市
へ
。
９
時

半
に
到
着
し
た
最
初
の
目
的
地

大
塚
国
際
美
術
館
は
大
塚
グ
ル

ー
プ
が
75
周
年
記
念
事
業
と
し

て
１
９
９
８
年
に
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
日
本
最
大
級
の
〝
陶
板
名

画
美
術
館
〟
。
メ
ン
バ
ー
は
古

代
壁
画
な
ど
原
寸
大
の
約
千
点

を
２
時
間
か
け
て
鑑
賞
し
た
。

午
後
に
は
鳴
門
公
園
で
海
面

45
ｍ
の
高
さ
の
遊
歩
道
か
ら
渦

潮
も
見
学
し
た
。
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12/17  倉掛自治連合会

定例会＆防犯パトロール

12/25  正月しめ飾り作り方教室

12/25  全国高校駅伝競走大会

12/27  門松づくり教室 ※郷社

12/28  つどえ～る年末年始休館

12/28～1/4

12/28～29 井原分団第３部年末夜警

12/29  郷社清掃＆新年祈願祭準備

9:00～

1/ 1  郷社新年祈願祭（３日まで）

0:00～1:00 9:00～15:00

1/ 5  つどえ～る仕事始め

1/ 8  井原市二十歳の集い

1/15  井原市消防出初式

1/21  倉掛自治連合会

定例会＆防犯パトロール

1/28  倉掛少年団育成会新旧役員会

2/ 5  郷社一斉清掃 午前８時～

2/19  倉掛少年団入退団式

2/24  サロンあすは交流会

- - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

※つどえ～るカフェはコロナ禍

のため休止中

※つどえ～る金曜朝市はコロナ

禍のため休止中

倉掛自治会 http://kurakake.sakura.ne.jp

少
年
団
資
源
回
収

「
ご
協
力
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」

倉 掛 山 岳 同 好 会 １８人 ・中 蒜 山 へ

サロンあすはクリスマス会

倉掛山岳同好会が11月６日、中蒜

山トレッキングを実施し18人が参加

した。

午前６時30分につどえ～るを出

発。笠岡ＩＣから高速道路を利用し

同８時30分にひるぜん塩釜ロッジ駐

車場に到着した。さっそく、登山す

る服装に着替え山中へ。急こう配や

段差のある階段などに苦労しながら

も全員が1122ｍの頂上へ到着した。

山頂からは日本海まで見渡せる最

高の景色が広がっていた。記念撮影

や軽食をすませて午前11時20分、同

じルートを引き返し午後１時20分に

全員無事下山した。

その後、入浴を済ませ少し遅い昼

食。隈研吾氏デザインの蒜山の新し

いランドマーク、グリーナブルヒル

ゼンを横に見ながら帰路につき、午

後６時30分につどえ～るへ戻った。

倉 掛 ほ っ と 情 報

倉掛少年団クリスマス会が１２月４日、

井原公民館で行われ、招待された倉掛地区

の低学年児童や幼稚園児、保護者らととも

に約２時間、楽しいひとときを過ごした。

（写真はプレゼントを受け取る団員）

■倉掛少年団クリスマス会（12/4）
美
術
館
と
渦
潮
堪
能

倉
掛
Ｐ
Ｃ
が
研
修
旅
行

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
回
収＝

14
組

中
蒜
山
頂
上
で
の
記
念
撮
影＝

11
月
６
日


